
 

［平成２２年度参考となる技術］  
［技術名］飼料コスト低減のための採卵鶏への規格外大麦給与技術  
［要約］採卵鶏に配合飼料の 45％まで規格外大麦を代替して給与しても、産卵・卵質成績、

卵黄中の脂肪酸組成に影響はない。また、卵黄色は、配合飼料の 30%以上規格外大麦代

替で薄くなるが、カニ殻 5％の添加で改善できる。 
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［背景・ねらい］ 

飼料用トウモロコシ価格が高騰しており養鶏経営に大きな影響を与えていることか

ら、その代替として地域の飼料資源の利用が期待されている。そこで、配合飼料に対す

る規格外大麦の代替割合や長期給与が生産性に及ぼす影響について検討する。  
 
［技術の内容・特徴］  

トウモロコシ主体自家配合飼料（配合飼料：トウモロコシ割合 61.2％）のみ給与する 
対照区と自家配合飼料を規格外大麦で 15％、30％代替する区およびこれらにカニ殻を 5
％添加する計 5 区を設け、ボリスブラウン種(１区 28 羽の２反復)を用い 28 日間給与し、

規格外大麦の代替割合と産卵性等を比較する。 
自家配合飼料のみ給与する対照区と自家配合飼料にカニ殻を５％添加した区、自家配

合飼料を規格外大麦で 45％代替する区およびこれにカニ殻を 5％添加する計４区を設

け、70 日間給与し、産卵性等を比較するとともに、免疫機能に及ぼす影響を ND 赤血球

凝集抑制抗体価により検討する。併せて、食味について、男女 60 名をパネラーとして｢良

くない・少し良くない・普通・少し良い・良い｣の５段階評価で官能試験を行う。 
 
１ 自家配合飼料の代替に規格外大麦を 15％、45％給与することにより、飼料摂取量は増

加するが、産卵日量に差はない。また、卵黄色は、30％代替でカラーファンで１程度薄

くなり、45％代替で 2 程度薄くなるが、カニ殻添加で対照区と同程度となる。卵黄中の

脂肪酸組成に差はない（図１、図２、図３、図４）。 
２ 免疫の評価指標として、ND 赤血球凝集抑制抗体価を測定したところ、ワクチン接種

後 14 日の結果は、対照区に比べて規格外大麦代替区がやや高い値を示した（図５）。 
３ 官能試験の結果、配合飼料の 45％代替に規格外大麦を給与した区が対照区と比べて総

合評価が高い（図６）。 
４ 飼料価格を試算すると、トウモロコシに対し規格外大麦を 75％代替することにより、

飼料価格は約 23％低減する。 
 
［技術の活用面・留意点］ 
１ 自家配合飼料でトウモロコシの代替として規格外大麦を給与する場合は、卵黄色の退

色を防ぐため、カニ殻やパプリカ抽出物の添加を考慮する。 
２ 規格外大麦を利用する場合は、飼料摂取量が増加することを考慮して代替割合を設定

する。 
 
 
 
 

 



 

 

［具体的データ］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 規格外大麦代替（15・30％）給与の産卵成績 図２ 規格外大麦代替（45％）給与の産卵成績  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図４ 規格外大麦代替（45％）給与の  

産卵率・卵黄色  

 
図３ 規格外大麦代替（15・30％）給与の  

産卵率・卵黄色  
 
 
 
 
 

図６ 卵の官能試験の結果  図５ 接種後 14 日目の ND 赤血球凝集抑制抗体価  
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